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清
瀬
市
の
公
共
下
水
道
事

業
は
昭
和

51年
度
に
、
東
京

都
下
水
道
局
の
流
域
下
水
道

関
連
事
業
と
し
て
着
手
。
平

成

27年
度
末
の
下
水
道
普
及

率
は
、

99・

9％
と
ほ
ぼ
概

成
し
て
い
る
。
市
北
部
に
は

東
京
都
下
水
道
局
の
清
瀬
水

再
生
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
同

市
で
は
汚
水
管
き
ょ
延
べ

1

7
0㌔

㍍
を
対
象
に
、
道
路

陥
没
事
故
の
未
然
防
止
の
観

点
か
ら
、
処
理
分
区
ご
と
に

計
画
的
に
点
検
・
清
掃
業
務

を
民
間
業
者
に
委
託
し
て
い

る
。

　
一
方
、
市
内
の
マ
ン
ホ
ー

ル
布
設
数
は

6
5
0
0基

に

及
び
、
現
在
も
旧
型
の
平
受

構
造
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
が
数

多
く
存
在
し
て
い
る
。

　
同
市
都
市
整
備
部
下
水
道

課
の
植
田
雅
康
施
設
計
画
係

長
は
「
道
路
管
理
者
や
市
民

か
ら
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
ガ
タ

ツ
キ
に
伴
う
騒
音
や
振
動
に

関
す
る
苦
情
や
要
望
が
寄
せ

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
主
原

因
で
あ
る
平
受
構
造
の
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
の
取
替
え
を
鋭
意

進
め
て
い
る
」
と
話
す
。

　
面
整
備
が
一
段
落
を
迎

え
、
維
持
管
理
の
時
代
を
意

識
す
る
中
で
、
同
市
で
は
経

年
数
や
重
要
路
線
で
あ
る
か

否
か
等
の
リ
ス
ク
評
価
に
基

づ
き
長
寿
命
化
対
策
の
優
先

地
区
を
全

9処
理
分
区
ご
と

に
比
較
し
選
定
。そ
の
結
果
、

最
初
期
に
整
備
し
た
市
北
東

部
（
第

9処
理
分
区
）
を
対

象
に
、
平
成

25年
を
当
初
と

す
る
長
寿
命
化
計
画
を
策
定

し
て
い
た
。

25年
か
ら
の

2

カ
年
で
布
設
後

30年
以
上
経

過
管
き
ょ

10・

8㌔
㍍
、マ
ン

ホ
ー
ル
蓋

5
4
4個

を
対
象

に
調
査
・
診
断
を
実
施
。
そ

の
結
果
、
改
築
修
繕
が
必
要

と
認
め
ら
れ
た
管
き
ょ

1・

8㌔
㍍
、

63ス
パ
ン
（
不
良

率
約

15％
）に
対
し
、マ
ン
ホ

ー
ル
蓋
は

2
7
3個

（
同
約

50％
）
と
高
い
確
率
で
更
新

の
必
要
が
認
め
ら
れ
た
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
調
査
・

点
検
で
は
、
国
土
交
通
省
発

刊
の
「
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
手
法
を
踏
ま
え
た
長
寿

命
化
計
画
策
定
に
関
す
る
手

引
き

(

案

)」
に
基
づ
き
調
査
項

目
と
判
定
基
準
を
設
定
し

た
。調
査
結
果
の
内
訳
で
は
、

外
観
や
ガ
タ
ツ
キ
、
表
面
摩

耗
、
腐
食
な
ど
の
不
具
合
は

30カ
所
程
度
（
約

10％
）
に

と
ど
ま
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か

で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
蓋
な
ど

の
耐
荷
重
不
足
や
転
落
防
止

機
能
の
欠
如
な
ど
の
不
備
が

認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
同
市
で
は
長
寿
命
化

計
画
を
策
定
し
、

27年
に
機

能
不
足
が
認
め
ら
れ
、
特
に

優
先
度
の
高
い
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋

55個
を
更
新
し
た
。

　
同
市
で
は
、
国
が
下
水
道

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支

援
制
度
を
創
設
し
た
動
き
を

受
け
、
今
年
度
内
に
も
ス
ト

ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を

策
定
し

29年
度
か
ら
運
用
し

た
い
考
え
。

　
植
田
係
長
は
「
流
域
関
連

下
水
道
で
あ
る
こ
と
か
ら
管

路
ス
ト
ッ
ク
に
専
念
で
き
る

の
に
加
え
、
当
市
は
公
共
下

水
道
管
理
者
と
現
場
の
風
通

し
が
良
く
新
制
度
へ
の
対
応

に
つ
い
て
も
全
面
的
に
現
場

に
任
せ
て
く
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
作
業

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
」
と
話
す
。

　
管
き
ょ
に
つ
い
て
は
、
状

態
監
視
保
全
施
設
に
位
置
付

け
、
布
設
年
度
や
重
要
路
線

等
を
基
に
優
先
順
位
を
定
め

て
点
検
・
調
査
し
改
築
更
新

を
進
め
て
い
く
。
同
市
独
自

で
維
持
管
理
・
改
築
計
画
を

併
せ
て
定
め
る
方
針
だ
と
い

う
。

　
新
制
度
に
お
け
る
マ
ン
ホ

ー
ル
蓋
の
更
新
対
応
に
つ
い

て
、
植
田
係
長
は
「
残
る
八

つ
の
処
理
分
区
で
も
マ
ン
ホ

ー
ル
蓋
タ
イ
プ
の
現
状
把
握

を
進
め
、
平
受
構
造
は
時
間

計
画
保
全
、
勾
配
受
構
造
は

状
態
監
視
保
全
を
基
本
に
計

画
的
な
維
持
管
理
・
更
新
に

努
め
る
方
針
」
と
今
後
の
展

望
を
話
す
。

　
横
須
賀
市
は
神
奈
川
県
の

南
東
、
三
浦
半
島
の
中
央
部

に
位
置
し
、
東
は
東
京
湾
、

西
は
相
模
湾
に
面
し
た
自
然

豊
か
な
人
口

41万
人
の
中
核

都
市
。
同
市
の
下
水
道
事
業

は
、
東
京
湾
に
面
す
る
下
町

・
追
浜
・
上
町
処
理
区
と
、

相
模
湾
に
面
す
る
西
処
理
区

の

4処
理
区
か
ら
な
り
、

4

浄
化
セ
ン
タ
ー
と

18カ
所
の

ポ
ン
プ
場
の
ス
ト
ッ
ク
を
持

つ
。
市
域
全
体
を
通
し
起
伏

に
富
み
平
地
が
少
な
く
、
同

規
模
の
都
市
と
比
較
し
下
水

道
施
設
が
多
く
点
在
す
る
。

　
同
市
の
下
水
道
整
備
は
昭

和

19年
に
上
町
処
理
区
を
中

心
に
着
手
。
平
成

18年
に
市

街
化
区
域
の
汚
水
整
備
は
お

お
む
ね
完
了
し
、

27年
度
末

時
点
の
処
理
人
口
普
及
率
は

97・

7％
に
達
し
て
い
る
。

　
同
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
は

約

7万

8
0
0
0カ

所
に
及

ぶ
。
布
設
年
度
別
に
見
れ
ば

50年
経
過
は

2％
で
あ
る

が
、

40年
以
上
が

25％
、

30年

以
上
が

45％
、

20年
以
上
が

78％
を
占
め
、
そ
の
大
半
は

上
町
・
下
町
処
理
区
に
集
中

し
て
い
る
。
同
市
上
下
水
道

局
技
術
部
下
水
道
管
渠
課
管

渠
計
画
係
の
須
方
重
喜
係
員

は
「
車
道
設
置
の
標
準
耐
用

年
数
の

15年
を
大
幅
に
超
え

た
ス
ト
ッ
ク
が
す
で
に
多
く

存
在
し
て
お
り
、
早
急
な
対

策
が
求
め
ら
れ
る
」と
話
す
。

　
同
市
で
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
の
計
画
的
維
持
管
理
・
更

新
に
向
け
、

19年
か
ら

4カ

年
で

5万

6
0
0
0カ

所
の

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
調
査
を
民
間

業
者
に
委
託
。

　
そ
の
調
査
結
果
で
は
、
平

受
構
造
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
で

は
、
勾
配
受
構
造
の
も
の
よ

り
不
良
割
合
が
極
め
て
高
い

こ
と
が
判
明
。
実
に

3分
の

1以
上
で
摩
耗
と
蓋
裏
腐
食

に
よ
る
不
良
が
確
認
さ
れ

た
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

同
市
で
は
市
全
体
を

10地
区

に
分
け
、
布
設
年
度
と
リ
ス

ク
評
価
に
基
づ
き
対
策
箇
所

を
選
定
し
第

1期
長
寿
命
化

計
画
を
策
定
し
た
。

25年
度

か
ら

27年
度
ま
で
の

3カ
年

で
上
町
・
下
町
処
理
区
を
対

象
に
、
管
き
ょ
老
朽
化
対
策

と
合
わ
せ
顕
著
な
不
良
が
見

ら
れ
た
平
受
構
造
の
マ
ン
ホ

ー
ル
蓋
を
優
先
的
に
更
新
す

る
計
画
を
定
め
更
新
を
進
め

て
き
た
。

　
平
成

28年
度
か
ら

31年
度

の
第

2期
長
寿
命
化
計
画
で

は
、
過
去
の
修
繕
工
事
の
実

績
を
考
慮
し
、
年
間

1
0
0

カ
所
ペ
ー
ス
で
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
の
更
新
を
進
め
る
計
画
を

立
て
て
い
る
。
平
受
構
造
の

蓋
は
時
間
計
画
保
全
と
し
て

優
先
的
に
更
新
し
、
勾
配
受

構
造
の
蓋
は
日
々
の
管
き
ょ

維
持
管
理
業
務
と
合
わ
せ
状

態
監
視
に
努
め
て
い
る
。

　
蓋
更
新
の
加
速
を
図
り
た

い
も
の
の
、施
設
の
統
廃
合
、

本
管
の
長
寿
命
化
対
策
お
よ

び
地
震
対
策
な
ど
他
の
メ
ニ

ュ
ー
も
踏
ま
え
な
が
ら
優
先

順
位
を
考
慮
す
る
と
、
予
算

確
保
に
も
限
界
が
あ
る
。
こ

の
た
め
、
住
民
か
ら
の
通
報

を
受
け
た
緊
急
対
応
や
、
道

路
補
修
工
事
に
伴
う
路
面
復

旧
工
事
に
合
わ
せ
不
良
劣
化

が
顕
在
化
し
た
蓋
の
修
繕
対

策
も
鋭
意
進
め
て
い
る
。

　
香
月
靖
生
管
渠
計
画
係
長

は
「
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
は
市
民

と
じ
か
に
接
す
る
重
要
な
施

設
。
飛
散
防
止
や
が
た
つ
き

防
止
な
ど
の
高
機
能
化
を
図

り
つ
つ
更
新
を
進
め
た
い
が

予
算
確
保
に
苦
慮
し
て
い

る
。
今
後
さ
ら
に
老
朽
化
ス

ト
ッ
ク
が
膨
れ
上
が
る
中
、

事
業
量
の
平
準
化
を
図
り
な

が
ら
適
切
に
優
先
順
位
を
定

め
更
新
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

　
同
市
で
は
、
国
の
新
制
度

創
設
を
踏
ま
え
、
管
路
施
設

は
平
成

32年
度
を
目
途
に
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

に
移
行
す
る
考
え
。
下
水
道

施
設
全
般
の
適
切
な
管
理
を

目
指
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に

つ
い
て
も
さ
ら
な
る
計
画
的

な
維
持
管
理
・
更
新
に
も
注

力
し
て
い
く
。

　
□
下
水
道
法
の
改
正

　
昨
年

5月
に
成
立
し
た
改
正

下
水
道
法
で
は
、
下
水
道
管
理

者
に
対
し
て
下
水
道
施
設
を
良

好
な
状
態
に
保
つ
よ
う
努
力
義

務
に
関
す
る
規
定
と
し
て
、
新

た
に
維
持
修
繕
基
準
を
創
設
し

ま
し
た
。

　
維
持
修
繕
基
準
で
は
、
「
適

切
な
時
期
に
巡
視
・
清
掃
・
浚

渫
・
そ
の
他
機
能
維
持
の
た
め

の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
」
「
適

切
な
時
期
に
目
視
そ
の
他
の
方

法
で
点
検
を
行
う
こ
と
」
「
腐

食
の
恐
れ
の
大
き
い
排
水
施
設

で
は

5年
に

1回
以
上
の
頻
度

で
点
検
を
行
い
、
そ
の
結
果
、

腐
食
劣
化
を
把
握
し
た
際
は
効

率
的
な
維
持
修
繕
を
図
る
こ

と
」
「
災
害
時
に
は
仮
設
消
毒

池
の
設
置
な
ど
の
応
急
処
置
を

講
じ
る
こ
と
」
な
ど
の
事
項
が

規
定
さ
れ
、
す
で
に
昨
年

11月

19日
に
施
行
し
て
い
ま
す
。

　
維
持
修
繕
基
準
の
創
設
に
合

わ
せ
、
事
業
計
画
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
見
直
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。
従
来
ま
で
は
建
設
主
体

の
計
画
で
あ
っ
た
も
の
の
、
維

持
管
理
や
改
築
更
新
の
時
代
へ

の
転
換
を
意
識
し
、
新
た
に
下

水
管
き
ょ
の
点
検
方
法
と
頻
度

を
記
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
事
業
計
画
に
は
施
設

の
機
能
維
持
・
改
築
に
関
す
る

長
期
的
な
見
通
し
・
方
針
を
記

載
し
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
□
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
支
援
制
度
を
創
設

　
法
制
度
の
整
備
に
合
わ
せ
、

地
方
公
共
団
体
へ
の
財
政
支
援

に
つ
い
て
も
拡
充
を
図
っ
て
い

ま
す
。
改
正
下
水
道
法
の
成
立

に
よ
り
、
下
水
道
事
業
が
計
画

的
維
持
管
理
に
大
き
く
シ
フ
ト

し
た
こ
と
か
ら
現
行
の
下
水
道

長
寿
命
化
支
援
制
度
を
今
の
事

業
の
流
れ
に
合
う
よ
う
発
展
さ

せ
る
べ
く
、
今
年
度
か
ら
新
た

に
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
支
援
制
度
を
創
設
し
ま
し

た
。
従
来
の
長
寿
命
化
制
度
で

は
、
焼
却
炉
や
幹
線
管
き
ょ
、

ポ
ン
プ
場
と
い
っ
た
個
別
施
設

を
対
象
に
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
最
小
化
す

る
た
め
の
い
わ
ゆ
る
「
個
別
最

適
化
」
を
進
め
て
き
た
も
の
で

し
た
。
一
方
で
、ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
制
度
で
は
、
個
別
施

設
の
括
り
か
ら
脱
却
し
広
く
下

水
道
施
設
全
体
を
俯
瞰
し
た
上

で
Ｌ
Ｃ
Ｃ
お
よ
び
リ
ス
ク
の
最

小
化
を
図
る
「
全
体
最
適
化
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
計
画
的
維
持

管
理
や
改
築
更
新
を
促
す
支
援

制
度
と
し
て
運
用
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
行
の
長
寿
命
化
制

度
で
は
、
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
す
る
た
め
の
点
検
・
調
査
を

交
付
金
に
よ
る
支
援
対
象
と
位

置
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
ス
ト

ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
で
は

日
ご
ろ
か
ら
の
計
画
的
な
点
検

・
調
査
自
体
が
交
付
金
に
よ
る

支
援
対
象
と
な
る
の
も
大
き
な

変
更
点
と
な
り
ま
す
。

　
改
正
下
水
道
法
で
は
、
ス
ト

ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
導
入
に
向

け
た
エ
ッ
セ
ン
ス
の
部
分
を
法

的
に
義
務
化
し
ま
し
た
が
、
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
制

度
と
合
わ
せ
、
ぜ
ひ
こ
れ
を
機

に
施
設
全
体
を
見
据
え
た
計
画

的
維
持
管
理
や
改
築
更
新
の
方

針
を
立
て
て
い
た
だ
き
、
実
践

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
国
で
は
「
下
水
道
事
業
の

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
施

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
―

2

0
1
5年

版
―
」
を
発
刊
す
る

な
ど
、
技
術
的
側
面
か
ら
も
地

方
公
共
団
体
の
皆
さ
ま
を
支
援

し
ま
す
。

　
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
は
、今
後

5年
間
に
限
り
、新

制
度
へ
の
移
行
期
間
と
し
て
長

寿
命
化
支
援
制
度
の
運
用
も
続

け
る
考
え
で
、

33年
度
に
新
制

度
へ
一
本
化
す
る
予
定
で
す
。

　
□
新
制
度
に
お
け
る
マ
ン
ホ

　
ー
ル
蓋
の
位
置
付
け

　
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
は
市
民
と
下

水
道
の
接
点
で
あ
り
、
重
要
施

設
に
位
置
付
け
ら
れ
る
以
上
、

適
切
な
点
検
調
査
や
必
要
に
応

じ
改
築
更
新
な
ど
の
対
策
を
講

じ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
、
他
の
下
水
道
施

設
と
同
様
に
計
画
的
に
点
検
調

査
を
行
い
状
態
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
て
お
く「
状
態
監
視
保
全
」

が
基
本
と
な
り
ま
す
。し
か
し
、

設
置
時
期
が
古
い
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
の
中
に
は
、
飛
散
防
止
機
能

や
ガ
タ
ツ
キ
防
止
機
能
が
備
わ

っ
て
い
な
い
な
ど
、
機
能
面
で

陳
腐
化
し
て
い
る
も
の
が
数
多

く
存
在
し
ま
す
。
そ
れ
ら
ス
ト

ッ
ク
に
つ
い
て
は
非
常
に
高
い

リ
ス
ク
を
孕
ん
で
い
る
た
め
、

標
準
耐
用
年
数
を
大
幅
に
超
過

し
、
陳
腐
化
が
著
し
い
こ
と
等

を
理
由
に
「
時
間
計
画
保
全
」

と
し
て
、
可
及
的
速
や
か
に
取

替
え
を
行
う
こ
と
が
推
奨
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
の

事
業
の
進
捗
や
財
政
面
の
制
約

も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
下

水
道
管
理
者
の
判
断
の
下
、
ま

ず
は
全
体
最
適
を
心
が
け
た
上

で
、
リ
ス
ク
評
価
や
優
先
順
位

設
定
を
適
切
に
行
い
、
効
果
的

か
つ
効
率
的
な
更
新
を
行
う
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
下
水

道
管
理
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
て

は
、
蓋
変
遷
表
の
よ
う
な
ツ
ー

ル
を
活
用
し
な
が
ら
「
ど
れ
ほ

ど
の
ス
ト
ッ
ク
が
、
ど
う
い
っ

た
種
類
で
ど
う
い
っ
た
機
能
を

有
し
、
い
つ
ご
ろ
設
置
さ
れ
、

ど
こ
あ
る
の
か
」
と
い
っ
た
基

礎
情
報
の
把
握
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
日
常
管
理
に
限
っ
た

話
で
は
な
く
、
災
害
時
に
は
鍵

の
種
類
に
関
す
る
情
報
等
を
予

め
把
握
し
て
お
け
ば
、
迅
速
に

災
害
調
査
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
危
機
管
理
強
化
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
災
害
対
応
を
見
据

え
、
ぜ
ひ
と
も
こ
う
し
た
情
報

を
台
帳
管
理
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
現
状
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に
つ

い
て
は
法
制
度
面
で
点
検
基
準

は
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
腐
食
の

恐
れ
の
大
き
い
箇
所
を
点
検
す

る
際
に
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に

つ
い
て
も
内
側
か
ら
腐
食
劣
化

し
て
い
る
可
能
性
に
留
意
し
、

管
き
ょ
と
同
時
に
点
検
す
る
こ

と
も
効
率
的
だ
と
思
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー

ド
の
よ
う
な
広
報
ツ
ー
ル
が
奏

功
し
、
次
第
に
市
民
か
ら
の
関

心
が
集
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

市
民
と
下
水
道
の
架
け
橋
で
あ

る
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
適
切
な
維

持
管
理
を
ぜ
ひ
と
も
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

国土交通省下水道部下水道事業課
事業マネジメント推進室長 石井　宏幸氏に聞く

新支援制度におけるマンホール蓋の位置付け

マンホール蓋もストックマネジメントの推進を
時間計画・状態監視保全を組み合わせた維持管理・更新へ

年年
間間

年年
間間

111100000000カカ
所所
でで
更更

新新
カカ

所所
でで
更更

新新

横須賀市

布設年度とリスク評価

で優先対策箇所を選定

事例①事事例例①①

　国では昨年下水道法を改正し、維持修繕基準を創

設したほか、点検方法や頻度など中長期的な施設管

理の視点を盛り込んだ事業計画の策定を求めてお

り、それらと連動した「下水道ストックマネジメント

支援制度」を創設するなど、全体最適の施設管理へ舵

を取っている。新制度への対応が喫緊の課題となる

中、市民との接点であるマンホール蓋についてはど

のように位置付け、戦略的に維持管理・更新を進めて

いくべきか、国土交通下水道部の考えと先進自治体 3

都市の事例を紹介する。

香月係長 須方係員

経年劣化したコンクリート蓋

種種
類類
・・
構構

造造
をを

台台
帳帳

管管
理理

種種
類類
・・
構構

造造
をを

台台
帳帳

管管
理理

奈良市

機能不足と老朽化箇所

で予防保全管理を実践

事例②事事例例②②

阪上次長

22229999年年
度度

にに
新新

制制
度度

へへ
対対

応応
年年

度度
にに

新新
制制

度度
へへ

対対
応応

清瀬市

平受構造箇所を優先的

に時間計画保全で対策

事例③事事例例③③

植田係長

耐
荷
重
性
能
不
足
や
ガ
タ
ツ
キ
の
恐
れ
の
あ
る
蓋
を

優
先
的
に
更
新

平
受
構
造
蓋
（
上
）
を
勾
配
受
構
造
蓋
（
下
）
に
更
新

荷重や振動でガタツキが発生した

平受構造蓋

受枠本体が破損した平受構造蓋

　
奈
良
県
の
北
部
に
位
置
す

る
奈
良
市
は
、
市
域
が
東
西

に
長
く
、
東
部
は
山
間
地
、

中
東
部
は
盆
地
と
い
う
地
形

条
件
を
活
か
し
、
奈
良
時
代

か
ら
の
寺
社
仏
閣
な
ど
歴
史

的
な
文
化
遺
産
を
数
多
く
有

す
る
人
口
約

36万
人
の
中
核

都
市
で
あ
る
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、
昭
和

26年
に
旧
市
街
地

を
中
心
と
し
た
約

6
0
5㌶

に
つ
い
て
公
共
下
水
道
事
業

の
認
可
を
受
け
て
着
手
し
て

以
来
、
区
域
拡
大
を
行
い
つ

つ
計
画
的
な
下
水
道
整
備
を

行
っ
た
結
果
、
平
成

27年
度

末
の
整
備
面
積
は

4
9
8
5

㌶
、
下
水
道
処
理
人
口
普
及

率
は

91・

2％
（

26年
度
末

時
点
）
と
な
っ
て
い
る
。
管

路
施
設
に
つ
い
て
は
管
路
延

長
が
約

1
2
0
0㌔

㍍
、
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
は
約

6万
カ
所

を
有
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
老
朽
化
し

た
施
設
の
改
築
更
新
を
計
画

的
に
行
う
観
点
か
ら
、
市
は

25年
度
に
長
寿
命
化
計
画
を

策
定
。

25年
度
か
ら

29年
度

を
計
画
期
間
と
し
て
、
老
朽

化
施
設
へ
の
計
画
的
な
改
築

更
新
を
進
め
て
い
る
。

　
同
計
画
で
は
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
に
つ
い
て
も
市
内

1
4
0

0カ
所
を
対
象
に
取
り
替
え

を
行
っ
て
お
り
、
昨
年
度
末

ま
で
に
約

9
0
0カ

所
の
取

替
え
が
完
了
し
て
い
る
。

　
市
が
同
計
画
で
取
り
替
え

対
象
に
選
定
し
た
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

や
平
受
構
造
の
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
な
ど
飛
散
防
止
機
能
が
無

く
機
能
面
で
市
民
の
安
全
・

安
心
確
保
が
難
し
い
も
の
の

ほ
か
、
布
設
年
度
が
比
較
的

古
い
鉄
蓋
を
対
象
と
し
て
設

定
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
阪
上
日
出

男
・
同
市
企
業
局
管
理
部
次

長
兼
下
水
道
計
画
管
理
課
長

は
「
当
初
は
処
理
区
単
位
で

の
対
象
設
定
を
考
え
て
い
た

が
、
処
理
区
に
沿
っ
た
更
新

で
は
な
く
、
設
置
年
度
が
古

い
箇
所
を
優
先
的
に
対
象
と

す
る
こ
と
で
、
市
内
一
円
に

お
い
て
偏
り
の
な
い
取
り
替

え
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
蓋
や
平
受

け
構
造
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を

取
り
替
え
対
象
の
中
心
に
す

る
こ
と
で
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
時

の
蓋
の
飛
散
な
ど
の
リ
ス
ク

に
対
し
て
、
機
能
面
の
確
保

を
優
先
し
、
市
民
の
安
全
・

安
心
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
」
と
語
る
。

　
一
方
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の

日
常
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
職
員
が
直
営
で
管
路
管

理
の
巡
視
点
検
に
併
せ
て
、

巡
視
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

市
で
は
過
去
よ
り
、
設
置
さ

れ
て
い
る
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の

構
造
や
種
類
を
職
員
が
分
類

し
、
台
帳
を
用
い
て
把
握
・

管
理
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

日
ご
ろ
の
点
検
時
に
は
、
市

民
か
ら
の
通
報
に
加
え
て
台

帳
を
基
に
布
設
年
度
が
古
い

も
の
等
を
選
定
し
、
効
率
的

な
巡
視
を
行
っ
て
い
る
。

　
阪
上
次
長
は
、
今
後
の
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
の
更
新
に
つ
い

て
、
「
総
ス
ト
ッ
ク
数
に
対

し
て
更
新
の
規
模
が
小
さ
い

こ
と
か
ら
、
取
替
え
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
て
い
く
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
」
と
課
題
を
述

べ
つ
つ
も
、
「
現
在
実
施
し

て
い
る
長
寿
命
化
計
画
の
期

間
内
で
、
市
内
に
設
置
し
て

い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
蓋
の
取

替
え
が
ほ
ぼ
完
了
す
る
こ
と

か
ら
、
機
能
面
の
確
保
を
優

先
し
た
事
後
対
応
的
な
取
り

替
え
か
ら
、
今
後
は
、
す
り

減
り
量
な
ど
数
値
的
な
老
朽

化
の
判
定
な
ど
を
用
い
た
予

防
保
全
的
な
更
新
に
向
け
た

対
応
が
よ
り
重
要
性
を
増
し

て
く
る
。
他
の
ス
ト
ッ
ク
と

の
兼
ね
合
い
も
考
慮
し
な
が

ら
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
手
法
を
踏
ま
え
た
計
画
的

更
新
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら

議
論
を
重
ね
て
い
き
た
い
」

と
方
向
性
を
語
っ
た
。

蓋受ブロックが損傷しガタツキが

発生した平受構造蓋

蓋全体に浮きやズレが発生した平

受構造蓋


